






13：30第 9 ラウンド終了。 8 ラウン
ドまでで首位のツヴェタン（ブルガリ
ア）が 3 cm。 2 位だったハイピンが
1 cm、 3 位だったマチアス・スルー
ガがDC。世界チャンピオンはツヴェ
タンに決まったが、2 位が同率 2 名に。
タイブレークのフライトが行われるこ
とになる。チームスコアでもインドネ
シアとチェコが第 3 位同点となり、こ
ちらもタイブレークのフライトに。

まず、個人戦で中国のハイピンがテ
イクオフ。続いてマチアス。LDの風は
オフショアの 3 ～ 4 m/sから弱まり、
南西から北西の 2 m/sと不安定になる。
ちょうどその時にLDに入ってきたハイ
ピンはあろうことか461cmのショート。
それを上空で見ていたマチアスはやっ
たー！と大きく叫んでいたはずである。
ゆったりと決めたスコアは 3 cm。これ
でマチアスの 2 位が決まった。一方イ
ンドネシアとチェコ。お互い 5 cm以下
で少しも引かない感じ。しかし女子が
活躍したチェコが一歩勝り 3 位に。
チームの点差はたったの 2 cm。何と
も劇的な締めくくりとなった。

閉会式は19：30過ぎからアルバニア
首相、FAI会長も列席し行われた。

成績
［個人］

1 位ツヴェタン・ツオロフ（ブルガリア）、
2 位マチアス・スルーガ（スロべニア）、
3 位ハイピン・チェン（中国）、岡（51位）、
川村（90位）、小松（103位）、古田（121
位）、山口（124位）、伊藤（125位）

［女子］

1 位ヌナパット・プション（タイ）、
2 位マルケッタ・トマスシュコバ（チェ
コ）、 3 位リカ・ウイジャヤンティ（イ
ンドネシア）、山口（21位）、伊藤（22位）

［国別］
1 位中国、2 位セルビア、3 位チェコ、
日本（12位）

選手から
●岡　芳樹

改めて世界のレベルの高さを実感さ
せられた。チャンピオンになったツヴェ
タンのラウンド平均は何と0.9cm！海
風で安定していたとはいえこれは驚異
的だ。片や私のラウンド平均は7.5cm。
私がいつも練習している朝霧は風が安
定していることは殆どなく、サーマル
コンディションが常態なので、最後の
最後の詰めのコントロールの練習には
ならないことが、結果として表れたこ
とも少しあると思う。

また国別 7 位までのラウンド平均ス
コ ア は 9 cm。 と 言 う こ と は 4 人 が
2 cm程度におさめなければならない。
日本チームはラウンド平均62cm。 4
人の平均16cmと何とかパッドスコア。
世界の強豪を相手にするには、何か抜
本的な取り組みが必要であることを痛
感した。いかに選手層を厚くするかが
課題だ。

●古田武史
世界選手権は今回で 3 回目。 7 ラウ

ンド終了時では147選手中47位でした
が、終盤でミスをし順位を落としてし
まいました。技術面の課題以外にもメ

ンタル面強化の必要性を感じました。
最高の舞台で、最高のコンディショ

ンで、最高の選手と戦えたのは非常に
大きな経験になりました。「世界」と
の差は大きいですが、この経験を今後
の大会に繋げていきたいと思います。

前回はゲスト参加を含めて18か国
121人。今回は28か国から200人超のエ
ントリーがあり、定員が増員されまし
たがセレクションが行われ、国別最大
7 人から 1 人減の 6 人の参加となって
しまいました。アキュラシー競技の参
加国は増加しており、個人のレベルアッ
プと並行して国別のランキングアップ
にも取り組んで行こうと思います。

●小松理樹
今回、個人20位以内、チーム戦では

表彰台に上がることが目標だったが、
残念な結果に終わった。海風のエリア
で風の強弱や風向の変化はあるもの
の、基本的には一定条件で安定してお
り、個人の技術が顕著にスコアに出る
環境であった。以前からアプローチの
フォームを変えなくてはと感じていな
がらなかなか身につけられず、最後の
狙いを安定して行えなかったのがその
ままスコアに出てしまったと痛感。目
の前で見たトップクラスの技を今後の
技術向上の参考にしたい。しかし、トッ
プクラスの選手でも思わぬところで大
きなミスをして展開が大きく変わる。
これだからアキュラシーは面白い！

ここで見て・触れて感じたことは今
後のアキュリート人生に大きく刺激を
受けた。技術を磨き、 2 年後こそは個

国歌演奏とともに開会式で紹介される日本チーム。

総合トップ 3。

眼下に紺碧のアドリア海。美しい眺望に目を奪われる。

女子トップ 3。

注目の圧力センサー導入でジャッジの精度もアップ。

国別では中国チームが 1位に。
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学 連 ニ ュ ー ス
7 月に入り風も落ち着いてきて、PG

新入生の初飛びの話もちらほら聞こえ
てくる季節になりました。

はじめまして。日本学生フライヤー
連盟（JSFF）の理事長になりました、
堀聡史（日本大学 4 年、足尾PG）と
申します。昨年は関東地区の理事をし
ておりました。自分自身PGの技能はま
だまだですが、HG・PGの普及に少し
でも貢献できたらと考えております。

さて、毎年恒例、 4 月の新歓期が終
わりました。足尾に限った話をすると、
今期は昨年度よりは減ったものの、約
60人が入部し、練習に励んでいます。
5 月21日には今期初飛び第一号も出ま
したので、仲間同士刺激しあって切磋
琢磨してくれる代と期待したいところ
です。

足尾の新歓は毎年報告しております
ので、今回は別視点の報告をしてみよ
うと思います。新歓及び卒業後につい
て、全地区全学生対象のアンケートを
実施しました。回答数266。そのうち
HG約 6 割、PG約 4 割でした。その結
果を私なりに分析しました。

新歓については、入部理由で「大学
に入る前から知っていた」と答えた人

がどの学年でも約 2 割を占めます。そ
して、ビラ配りなどの勧誘活動をきっ
かけにHG・PGを知った人はどの学年
でも約 6 割を占めています。このこと
から、学生の中でも空を飛ぶことは魅
力であり、新入生が「HG・PGを知る
機会」に恵まれれば、学生フライヤー
の増加は期待できると考えています。

続いて卒業後ですが、こちらは学年
で大きく差が出ています。1 年生は「楽
しいから続けたい」や「まだまだわか
らない」などが多いですが，上級生に
なってくると「もっと上手くなりたい」
や「進路次第」など、具体的になって
いきます。特に、進路次第でホームエ
リアを離れることになるならやめると
いう人が多いです。「仲間が楽しい」
から「飛ぶこと自体が楽しい」「もっ
と上手くなりたい」にシフトしていけ

れば、若年フライヤーの増加に繋げら
れると考え、他エリアへのツアーや大
会の支援、OBとの交流等を積極的に
実施し、卒業後も続けるフライヤーの
増加を推進していきます。

JHF通常総会でも話がありました
が、フライヤー登録人数が8,000人を
割ると考えられる今、毎年全国合わせ
て約150人が加入している現状をなん
としても生かしていく必要がありま
す。新歓ももっと活発にしていくとと
もに、卒業後も継続してくれるフライ
ヤーの増加を図っていくことを今期の
目標としてまいります。そのためには
フライヤーの皆様の協力が欠かせませ
ん。お金、進路、技術面など、困って
いる学生がいましたら是非自慢話の 1
つ 2 つをお願いしたいところです。

新歓活動のひとつ、テイクオフ見学。 合同説明会に多くの新入生が参加。（ドローンで撮影）

人・チーム戦とも表彰台を目指したい。

●川村　眞
今回も世界の技術には驚かされまし

た。パッドを踏む、一桁を出すことで
はなく、いかにDCを踏むかというこ
とに勝負が移っていました。DCスコ
アを出せない自分は何なのか。どう
やったら近づけるのだろう。またして
も課題がたくさんできました。とは言
えいつもの大きなミスもなく、無難な
成績でした。数年前なら最高と言えた
かもしれません。それだけに、成長し
ていない自分、世界との差を感じまし
た。来年はアジアゲームズ等が開催さ
れます。気持ちを新たに 1 cmでも近
く、すべてが一桁の安定した成績を出
せるように練習したいと思います。

今回の会場は、アキュラシー競技と
しては高度差があり過ぎましたが、す
ばらしい景色の中リラックスしてフラ

イトでき、日本にもこのようなエリア
があったら最高と思いました。

●伊藤まり子
この度はとても貴重な体験ができ、

また初めて見たタイブレークにとても
感動しました。海風の安定したエリア
では実力がそのまま結果に現れ、自分
が練習不足で、新しいグライダーとま
だ一体化していない事も実感しました。

個人成績は振るわなくても、チーム
への貢献度は私にとって過去最高だっ
たと思えます。 9 ラウンド中、失敗が
3 回もありましたが、一桁が 5 回あり、
チーム戦に計上された成績は 6 回あり
ました。自信を持ってロックオンでき
た時にはしっかり集中して狙え、迷い
が生じたり、集中していない時には何
もできない事を実感したので、今後の
練習でどんな風でも自信を持ってロッ
クオンできるようにしたいと思います。

今回の経験を活かして、もっと安定
した成績が出せるようにがんばります。

●山口香代
初めての世界選手権で勝手が分から

ず不安でしたが、チームリーダーの岡
さんを始め、仲間の選手にいろいろと
教えてもらいながら参加できました。

日本のレベルを上回る海外のトップ
選手の競技を目の当たりにし、とても
良い刺激を受けました。おかけで自分
のベスト記録を更新でき、初参加で微
力ながらチーム貢献できたラウンドが
あったことも嬉しかったです。

大会期間中、SNSなどで大会の様子
を知らせることで、自分の周囲からも
競技としてのアキュラシーの面白さを
知ったという声をもらうこともできま
した。この貴重な経験を今後の自分の
技術向上、アキュラシー競技のPRに
繋げていきたいと思います。
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JHFからのお知らせ

■補助動力副読本を頒布しています
「JHFパラグライディング教本副読本

［動力付きパラグライダー（補助動力技
能証／MPG技能証課程）］を頒布中。

動力を使用したパラグライディング
の練習のポイントと最低限の基礎知識
を載せており、パラグライディング教
本とともに繰り返し読んで、安全で楽
しいフライト活動の助けにしていただ
くものです。初心者の方はもちろん、
すでに技能証をお持ちの方も、ぜひお
読みください。
価格・申込方法：
頒布価格1,000円（送料別）。JHF登録
スクールまたはJHF事務局にご注文く
ださい。注文書はJHFウェブサイト「書
籍情報」からダウンロードできます。

■PG教本基礎技術DVDを頒布中です
基礎技術DVD「JHFパラグライディ

ング教本基礎技術」、続いて第 2 弾「テ
イクオフとランディング」を頒布して
います。
「JHFパラグライディング教本基礎技

術」には、JHF教本のA・B級からク
ロスカントリーまで各課程を修了する
ために求められる基本的なフライト技
術について、ベテラン教員による模範
演技を収録しています。実際の飛行で
の操作を、複数の方向から近接撮影し
たものが 2 画面で表示され、各操作で

被災地復興
応援プロジェクト
「空はひとつ」

東日本大震災被災地への義援金を引
き続き募っています。
◇義援金振込先
三菱東京UFJ銀行（銀行コード0005）
巣鴨支店（店番号770）
口座番号　普通　0017991
口座名義　公益社団法人日本ハング・
パラグライディング連盟

の動きをはっきりと見ることができ、
判りやすく表現されています。

第 2 弾は、フライトの基本中の基本
であるテイクオフとランディングを収
録しており、フロントライズアップの
基本から場周アプローチによるラン
ディングまで、各操作のポイントをつ
かみやすい内容です。
価格・申込方法：
頒布価格それぞれ 1 枚1,500円（送料
込）で、お申し込み10枚毎に 2 枚追加
してお送りします。入手ご希望の方は、
最寄りのスクールでご購入いただく
か、JHFウェブサイトにて注文書をダ
ウンロードのうえお手続きください。

■JHF備品を貸し出しています
JHFでは備品の貸し出しをしていま

す。ご希望の方は「JHFウェブサイト」
→「JHFのご案内」→「無線機その他
備品貸出」より貸出依頼書をダウン
ロードし、必要事項を記入・入力して、
FAXかメールでお申し込みください。

■住所を変更したらお知らせください
住所を変更された方は、お手数です

が、下記項目をメール、FAX、郵便
などでJHF事務局にご連絡ください。

フライヤー会員No.／お名前／変更
後のご住所／連絡先電話番号／メール
アドレス

会費を銀行口座振替・コンビニ送金
される場合、銀行等から新住所の連絡
はありません。

■お問い合わせはJHF事務局へ
公益社団法人日本ハング・パラグライ
ディング連盟
〒114-0015 東京都北区中里1-1-1-301
TEL.03-5834-2889 FAX.03-5834-2089
E-mail : info@jhf.hangpara.or.jp
http://jhf.hangpara.or.jp/
＊  このJHFレポートには賛助会員から

のお知らせを同封しています。また、
東京都、神奈川県、愛媛県在住の方
には、各県連盟からのお知らせも同
封しています。

平成34年にアナログ式簡易無線機
の運用が終了することに備えて、
JHFではハンググライダーやパラグ
ライダーのフライト中に使用する無
線機として「簡易無線登録局」対応
のデジタル無線機の使用を推奨して
います。

上空利用 5 チャンネルを搭載、デ
ジタル方式の音声なので、混信もす
くなくクリヤーで聞き取りやすくなっ
ています。STANDARD製のVX-291S
とVXD450SにICOM製IC-DPR30、
さらにSTANDARD製VXD1Sが加わ
りました。

JHF賛助会員（JHFウェブサイト
にバナーを掲載）からも購入するこ

とができます。
なお、JHFではSTANDARD製デ

ジタル無線機を14台保有し、登録会
員に貸し出しをしています。ご希望
の方は上記の「JHF備品を貸し出し
ています」に沿ってお申し込みくだ
さい。

すでにデジタル無線機をお持ちの
方は、無線機の登録手続きを済ませ
利用料を納めているか、ご確認くだ
さい。登録をしないまま無線機を運
用すると、不法無線局として処罰の
対象になります（ 1 年以下の懲役ま
たは100万円以下の罰金）。うっかり
忘れていたということのないようお
願いします。

上空利用可能デジタル無線機使用のお薦め

カレンダー写真を募集します

2018年JHFカレンダーの画材と
して使用するために、ハンググラ
イダー、パラグライダーを中心に
した季節感のある楽しい写真を募
集します。

応募していただいた作品の中か
ら13作品を採用させていただき、
カレンダーの表紙と 1 月から12月
の各月に掲載する予定です。

応募締切は 8 月31日（木）。詳
細はJHFウェブサイトをご覧くだ
さい。

このカレンダーは一般に販売す
るほか、新聞社や他のスポーツ団
体、行政機関等にも配布していま
す。ぜひご応募ください。皆さん
のご協力をお願いします。
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